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す
る
身
体
の
社
会
史
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本
書
は
著
者
の
既
発
表
論
文
を
ま
と
め
た
初
の

単
著
で
あ
る
。
著
者
は
日
本
で
も
数
少
な
い
香
港

を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
東
洋
史
研
究
者
で
あ
り
医

療
社
会
史
を
専
門
と
し
て
い
る
。
近
代
中
国
研
究

に
お
い
て
西
洋
文
明
と
の
接
触
・
受
容
は
大
き
な

テ
ー
マ
の
　
つ
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
医
療
衛
生

問
題
は
、
近
年
で
は
飯
島
渉
氏
な
ど
を
中
心
に
多

様
な
視
点
か
ら
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
分
野
で
あ

る
。　

は
じ
め
に
本
書
の
主
要
な
分
析
対
象
で
あ
る
香

港
東
華
医
院
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
一
八
七

〇
年
に
設
立
さ
れ
た
東
華
医
院
は
、
そ
の
運
営
が

金
て
華
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
香
港
の
華
人
を
代

表
す
る
機
関
と
し
て
香
港
政
庁
・
清
朝
の
双
方
と

つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
。
当
初
は
中
国
医
療
の

み
を
提
供
す
る
病
院
と
し
て
成
立
し
た
が
、
一
八

九
四
年
の
ベ
ス
ト
流
行
以
降
漸
次
西
洋
医
療
が
導

入
さ
れ
、
第
二
次
大
戦
後
中
国
医
療
の
提
供
は
終

了
す
る
も
、
現
在
で
も
香
港
の
中
心
的
病
院
と
し

て
存
続
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
本
書
の
構
成
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。

本
書
は
大
枠
と
し
て
二
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、

第
一
部
は
東
華
医
院
を
中
心
と
し
た
様
々
な
個

人
・
団
体
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
第
二
部
で
は

近
現
代
中
国
に
お
け
る
医
療
の
「
近
代
」
化
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
。

　
ま
ず
第
一
部
第
一
章
で
香
港
に
お
け
る
近
代
医

療
の
展
開
過
程
を
衛
生
の
舗
度
化
、
病
院
の
性
格
、

初
期
の
西
洋
人
の
活
動
と
い
う
観
点
か
ら
概
観
し

た
あ
と
、
第
二
章
以
降
で
東
華
医
院
が
果
た
し
た

役
割
が
検
討
さ
れ
る
。
第
二
章
で
は
護
国
慈
善
の

研
究
史
を
整
理
し
、
そ
こ
に
香
港
の
東
華
医
院
を

位
置
付
け
る
。
そ
の
創
設
過
程
と
主
な
活
動
を
概

観
し
た
上
で
、
特
に
災
害
救
助
活
動
に
お
け
る
広

東
省
及
び
香
港
政
庁
と
の
関
係
性
を
示
す
。
続
い

て
第
三
章
で
は
施
棺
、
移
動
、
病
院
や
ビ
ジ
ネ
ス

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
事
例
を
取
り
上
げ
て
、

東
華
医
院
と
海
外
の
華
僑
華
人
と
の
重
層
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
提
示
し
た
。
最
後
に
第
四
章

で
は
西
洋
近
代
の
衛
生
思
想
に
基
づ
く
衛
生
行
政

の
制
度
化
や
、
疫
病
の
流
行
に
よ
っ
て
善
会
善
堂

の
流
れ
を
組
む
同
郷
会
館
や
慈
善
医
院
の
活
動
が

変
容
を
強
い
ら
れ
る
過
程
が
、
上
海
の
密
｝
波
人
の

団
体
で
あ
る
四
明
公
所
と
東
華
医
院
の
事
例
に
基

づ
い
て
説
明
さ
れ
る
。

　
続
い
て
第
二
部
で
あ
る
が
、
第
一
章
で
は
民
国

期
を
扱
う
。
制
度
と
し
て
の
西
洋
医
学
が
導
入
さ

れ
る
に
及
び
、
対
立
概
念
と
し
て
中
国
医
学
が
再

構
築
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
二
元
論
で
は
な
く
、
中

医
の
存
続
が
闘
的
だ
っ
た
。
第
二
章
で
は
新
中
国

成
立
後
、
中
国
医
学
が
近
代
西
洋
医
学
に
よ
っ
て

そ
の
特
質
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
門
伝
統
中
国
医

学
」
と
し
て
発
展
し
、
一
方
海
外
華
僑
社
会
で
は

独
自
に
中
國
医
学
が
現
地
化
さ
れ
、
今
日
で
は
双

方
が
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
結
び
つ
く
過

程
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
其
の
個
別
事
例

と
し
て
、
第
三
章
で
返
還
後
の
香
港
に
お
け
る
中

国
医
学
制
度
化
の
過
程
が
論
じ
ら
れ
る
。

　
本
書
の
研
究
上
の
意
義
は
以
下
の
二
点
に
あ
る
。

～
つ
は
東
華
医
院
を
善
翠
嵐
堂
を
中
心
と
す
る
社

会
史
、
慈
善
史
の
文
脈
に
位
置
づ
け
た
点
で
あ
り
、

い
ま
～
つ
は
華
僑
華
人
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
明
ら
か
に
し
た
点
で
あ
る
。
中
国
近
代
史
で
は

前
近
代
と
近
代
の
連
続
・
断
絶
が
し
ば
し
ば
焦
点

と
な
る
。
た
し
か
に
甑
洋
衛
生
思
想
の
導
入
に
よ

っ
て
東
華
医
院
は
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一

方
で
東
華
医
院
を
中
継
と
す
る
同
郷
・
同
業
の
ま
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介紹

と
ま
り
に
よ
る
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
そ
の

後
も
維
持
さ
れ
た
こ
と
を
本
書
は
明
ら
か
に
し
た
。

中
国
文
化
の
伝
統
的
な
「
越
境
性
」
は
変
わ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
社
会
集
団
に
お

け
る
西
洋
文
明
と
伝
統
文
化
の
共
存
の
在
り
方
を

示
す
も
の
と
し
て
、
本
書
が
提
示
す
る
モ
デ
ル
は

非
常
に
興
味
深
い
。
是
非
ご
一
読
を
お
薦
め
し
た

い
と
思
う
。

　
　
　
（
A
5
版
　
三
六
八
頁
　
二
〇
一
五
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
風
響
社
　
税
別
四
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
（
小
堀
慎
悟
　
京
都
大
学
大
学
院
修
士
課
程
）

波
田
野
節
子
著

『
李
光
沫
一
韓
国
近
代
文
学
の
祖
と

　
　
「
親
日
」
の
烙
印
』

　
　
　
　
　
イ
　
グ
ァ
ン
ス

　
本
書
は
、
李
光
沫
（
一
八
九
二
～
一
九
五

〇
？
）
の
生
涯
を
た
ど
っ
た
評
伝
で
あ
る
。
本
書

の
副
題
に
あ
る
と
お
り
、
李
光
沫
は
「
韓
国
近
代

文
学
の
祖
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
親
日
漏
作
家

と
し
て
、
そ
の
名
前
が
記
憶
さ
れ
て
き
た
。
一
九

一
九
年
の
三
・
一
独
立
運
動
の
先
駆
け
と
な
っ
た

二
・
八
独
立
確
言
を
起
草
し
、
上
海
に
亡
命
、
大

韓
民
国
臨
時
政
府
に
身
を
投
じ
機
関
紙
『
独
立
新

聞
』
の
主
筆
を
つ
と
め
る
な
ど
民
族
運
動
家
と
し

て
の
名
声
も
あ
る
。
著
者
が
述
べ
る
よ
う
に
、
仮

に
そ
の
ま
ま
上
海
で
客
死
し
て
い
た
ら
、
輝
か
し

い
「
民
族
の
英
雄
」
と
し
て
そ
の
名
が
記
憶
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
人
物
だ
。

　
し
か
し
、
上
海
か
ら
朝
鮮
へ
戻
り
　
九
二
二
年

に
発
表
し
た
「
民
族
改
造
論
」
で
朝
鮮
民
族
の

「
道
徳
的
悪
習
」
と
「
改
造
」
の
必
要
性
を
説
い

て
物
議
を
醸
し
た
。
そ
れ
で
も
臼
中
戦
争
下
に
治

安
維
持
法
違
反
で
逮
捕
さ
れ
た
際
に
仮
に
獄
死
し

て
い
れ
ば
「
民
族
の
英
雄
」
と
し
て
記
憶
さ
れ
た

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
逮
捕
後
に
親
日
的
な
欝

動
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
な
り
、
解
放
後
に
は

「
民
族
反
逆
者
」
と
し
て
激
し
く
非
難
さ
れ
た
。

一
九
四
九
年
に
反
民
族
行
為
処
罰
法
に
よ
り
逮
捕

収
監
さ
れ
（
最
終
的
に
は
不
起
訴
）
、
朝
鮮
戦
争

中
の
一
九
五
〇
年
七
月
目
朝
鮮
人
民
軍
に
捉
え
ら

れ
、
平
壌
に
移
送
さ
れ
同
年
病
死
し
た
と
さ
れ
る
。

　
著
者
の
波
田
野
節
子
氏
は
、
一
九
八
○
年
代
か

ら
長
年
に
わ
た
り
李
光
沫
研
究
に
取
り
組
ん
で
き

た
朝
鮮
文
学
研
究
者
で
あ
る
。
李
光
沫
の
代
表
作

の
長
編
小
説
隅
無
情
』
を
翻
訳
（
平
凡
社
、
二
〇

〇
五
年
）
し
た
ほ
か
、
『
李
血
豆
・
『
無
情
騙
の
研

究
－
韓
国
啓
蒙
文
学
の
光
と
影
舳
（
白
上
社
、

二
〇
〇
八
年
）
、
『
韓
国
近
代
文
学
研
究
　
　
李
光

沫
・
洪
命
悪
・
金
東
仁
臨
『
韓
国
近
代
作
家
た
ち

の
日
本
留
学
舳
（
二
冊
と
も
自
帝
社
、
二
〇
一
三

年
）
な
ど
本
書
の
基
盤
と
な
る
研
究
書
を
通
じ
て
、

主
に
李
光
堂
の
「
近
代
文
学
の
祖
」
と
し
て
の
側

面
を
追
究
し
て
き
た
著
者
が
、
李
光
沫
の
「
人
生

の
後
半
」
、
す
な
わ
ち
「
親
日
」
の
側
面
も
含
め

て
新
書
と
し
て
書
き
下
ろ
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

李
子
壷
に
つ
い
て
一
般
向
け
に
矯
本
語
で
書
か
れ

た
評
伝
は
本
書
が
初
め
て
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う

に
評
価
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
多
い
人
物
で
あ
る
が
、

本
書
は
性
急
な
評
価
は
避
け
、
文
学
研
究
者
ら
し

い
丁
寧
な
テ
ク
ス
ト
解
釈
と
と
も
に
、
李
光
沫
が

生
き
た
時
代
と
空
間
、
そ
の
葛
藤
を
追
体
験
す
る

か
の
よ
う
に
読
み
進
む
こ
と
が
で
き
る
優
れ
た
評

伝
で
あ
る
。

　
評
者
は
以
前
、
李
筆
順
を
紹
介
す
る
コ
ラ
ム
で

「
β
本
で
言
え
ば
夏
薩
漱
石
の
よ
う
に
紙
幣
に
な

っ
て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
の
位
置
に
あ
る
作
家

で
あ
り
な
が
ら
、
『
民
族
反
逆
者
幅
『
民
族
の
汚

点
騙
と
し
て
糾
弾
さ
れ
る
李
光
沫
の
よ
う
な
人
物

を
う
ん
で
し
ま
っ
た
、
日
本
に
よ
る
朝
鮮
植
染
地

支
配
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
日
本
（
人
）
こ
そ
が

こ
の
問
い
を
問
い
続
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
」

と
書
い
た
（
『
東
ア
ジ
ア
近
現
代
通
史
臨
六
、
岩
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